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満洲蓮征日誌（・）
山　本一　清
　七月1日（金曜）彗星が南へ遽ざかって行くので，當地の観測は今夜限
りミする．書のうち一寸市街へ買ひ物に出かけるつもりであったけれ曹，
朝から夕刻までひさい雨風で全く外出が出來ない．回れでは今夜叉駄目か
ε大に心配したが，日浸時から室は次第に晴れて，西には金星E月εが輝
やき始めた，それで大に元氣付き，4時牛から金星高度も測って，タイム観
測8時過ぎ，西の地李に沈み行く三日月の景色を2枚カメラに牧めた・但
し軍なる飴興以外の何物でもない．今夜も井ンネケの流星が可なり多い豫
想で，9時から約1時間天井を見張つ弛が，9時20分頃に3等級のものを
認めナこ外，他は皆微光で，藪も理り多くなかつナこ・彗見の出るのは並ε
碧くなるので，夜市までは赤道儀で北極附近σ）草尽；を撮る．午前1時頃，
李田野邸の隣i家の脚病の側にフオマルノ・ウト星が見えたので，其れを頼り
にして其の近くに井ンネケ彗星を捜し撃て，1時8分から短時間甲子を2
枚撮った．1時19分に終る．星が低いのε，家の燗突が邪魔になって観測
は出來ない．一一止むなく之れで御しまひミし，あざは爲眞板の現象やら
赤道儀の片付けなE“で忙殺される．
　七月2日（土曜）咋夜の予測を終つプこまtS・一睡もしないで，客月の現象
定着乾燥をやる傍ら，赤道儀其の他の器械の片付け，居間の整理，書類や
衣類の整理，大小の荷作りなさに忙殺された．7時過ぎ食事．8時西岡氏
に途られて，いよいよ情懐，9時0分，奉天国を表し蹄途に就く．騨には
西岡，石川，渡溌，稻葉諸氏のほかに，教義の學生歎名，それに騨長も見
途られた．一汽車の中では居睡り白け，午後6時安東を通過，鴨緑江を
渡って朝鮮に入る．
　七月39（日曜）昨夜は8時から腹憂に入つナこので熟睡しナこ．今朝6時
50分京城着。丹羽，大山其の池の諸氏に迎えられ，まつ騨の櫻上で朝食，
次いで8時からは太李通りのYMCAで講話しtc．日曜の朝八時εいふ未
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寸有の會であるのに拘らす，室は入で満ち九題は「宇宙を支配するもの」
9時牛に講演を終り，10時京城襲，急行でまっしぐAに内地へ！
　七月4日（月曜）釜山からの聯絡船中も大愛好都合に，朝7時下關着．
廣津幹事其の他諸氏に迎えられ，ホテル食：堂で朝食の後，8時より梅光女
臨画講堂で自生及び一般人士に講演「井ンネケ彗星観測談」．
　10時下關嚢，午後6時50分岡山着．新聞記者に面接しナこ後，自働車で倉
敷町の原氏宅に入る．少憩して室を見守るうち，10時過ぎから天頂が晴れ
ナこので水野氏ε同道して天文垂へ出かけ，ドームを開け，511，経緯儀観測
を始めやうミしたが11時過ぎから叉々曇り，さきの見込みが無いらしいの
で止むなく原氏方に難り，就床．
　七月5飼（火曜）朝7時過ぎ汽車で水野氏ε共に岡山行き，山陽女學校
で講演．それから水野廃宅で休憩，午後は午睡，一室は朝から夕刻に至
るも晴れない．晴れXば直ぐ倉敷へ蹄って観謝ε思ひつXも，晴れないの
で，午後七時から市内の深抵小學校で講演．10時，雨をついて倉敷へ自働
車をかる．
　七掃6臥水曜）朝9時倉敷から閥山へ．岡山では水野氏の案内で，午
前中は市立商業校，午後は毛皮工業校で講演．午後3時過ぎの汽車に水野
馬ε同道して倉敷に餓り，同好會主催で，教慶嘉に於いて講演「井ンネケ
彗星観測談」．
　折角，倉敷へやって來ナこ日的に添はす，天は毎日曇り画けて，何時晴れ
るεも知れないので，之れで滞在を打切るこミεし，荷物をまミめ，今夕6
時過ぎの汽車で倉敷出獲。岡山で急行に乗り換へ，夜牟京都に着いた．
　これで．井ンネケ齪測の族行は終る，京都へ露ってからも毎日室は曇り
斎けのため，此のまX，彗星は燧に見えすに終るこεεなった．
　此の行．京都を出てから元の京都に鋸着するまで23ケ日，其のうち，奉
天に在って観測をしナこのは前後18ク日，此の中で2夜だけが三二であった
のであるから，元々，雨を避けナこ目的から言へば．奉天へ出掛けナここεは
可なり成功であったミ言って好からう．殊に後に聞いナこ所では札幌の中村
氏も10日間に3ク日曇られたεいふここであるから，奉天0）天氣は誇るに
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足るものであっk・しかし，自分が奉天滞在中，親しく経験した所では，
今年は「奉天に雨期が幾週間か早く來た」ε土地の測候所で護表しナこ程で，
可なりひさい曇りにも會つた．之れは日本内地が一帯に「室梅雨」であった
ミ云はれたのε封照して，彼此共に天候不順の世界的傾向の現はれである，
　εにかく，自分は奉天で緬計51枚の漏壷窮眞を撮影し，其の他幾多の流
星やタイム等の観測をしfこが，若し天氣がZF年の通りであったならば，観
測は恐らく其の2倍の牧獲を墾け得ナこであらうミ思はれる．
　　　　　　　　　「畔ンネケ」～《面割し？’ζ人の諾
　去る8月3日，自分は伊勢の津に來ナこのを幸ひ，學生時代に御厄介になつ
九村岡範二巴博士を二二ねした．博士Eは實に十幾年振りの二面なので，
いろ々々ε古い話が蓋きなかっナこが，ふざ博士が言はれるのに：一一
　「僕はかの近頃の彗星でやかましいヰンネケεいふ天文學者に會つたこ
εがありますよ．たしか其れは1880年頃でした．僕がドイツ國のストラス
ブルグ大回に勉學してゐナこ時，井ンネケεいふ入が居て，ごくJ”「rくの間，
其の人から天文學の講義を聰いたこミがあります．もう其の時は井ンネケ
氏はよほεの老人でしナこが，1881年の頃，同氏の子息が死んだこεがあっ
たため，ヰンホケ氏は非常に落膿して，途に其れが原因で退職しました．」
　此の話を聞いて，自分は非常に深い興味を豊えるε共に，其の二日後，
京都へ麟るε共に，學者の列鯵を讃んで見たら，「ヰンネケ氏は李素の勤勉
のため，1865年頃から祠1経衰弱の氣味あり，健康保養のためカールスルー
へ市に移つナこが，1872年，猫佛六出の後，新しく占領されたストラスブル
グ大忌の天文台長Sして招かれナこ．しかるに，1882年，自ら設計した此の
大声天文台が完成した後，品々病氣が昂進したので退職しナこ」ε書いてあ
っナこ．して見るミ，此の井ンネケ氏がスbラスブルグ大山教授時代に吾が
村岡博士が天文の講義を懸かれたのである．（山本）
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日本で一番早ζヰンネケ彗星を見7ζ人々
去る5月31日，山本博士の上京器機ピし，本會東京支部でヰンネヶ聾星
の観測會が催されナニ・會員や非會員の集まるもの約五十名．十五センチ
の中村鏡や其の他の望遠鏡々庭に並べて・龍1働遮行中の彗星の姿he競
って見ナニ・「ヰンネケ來る」Sいふ聲に今年初から高かつナニけれざ一般大
衆が見六のに之れが最初であっナニ．
